
令和 ７年 3 月 ５日 
報道機関 各位 

◆本件のポイント！

被災当事者から見た震災風景を通じて災害と向き合う時間をつくる展示：

１ 阪神淡路大震災、東日本大震災、熊本地震の被災者から提供された写真 

２ 宮城県石巻市在住の五行歌人・佐藤沙久良湖氏の作品 

３ 阪神淡路大震災当時、大学生としてボランティア活動に参加した高嶋敏展氏の活動 

４ 学生の活動報告 

◆本件の概要

「災害の時代」と呼ばれた平成に発生した阪神淡路大震災、東日本大震災、熊本地震を対象に、

当時被災した方々から提供された写真と震災の日々を綴った五行歌人・佐藤沙久良湖氏の作品を

中心に、被災者の視点を通して、震災がもたらしたことに向き合う展示を実施します。

◆概要内容

期  間： 令和 7年 3月 4日（火）～3月 24日（月）

時  間： 附属図書館の開館時間中（右のQRコードで確認できます）

会  場： 島根大学附属図書館本館 1階展示室《地域コミュニティラボ》

  〒690-8504 松江市西川津町 1060 

主催： 島根大学法文学部、島根大学附属図書館 共催： 高嶋敏展（写真家・アートプランナー） 

協力： 門間光紀（NPOげんき宮城研究所事務局長）、佐藤沙久良湖（五行歌人） 

仲野香穂（熊本県テレビ局アナウンサー、本学卒業生）、三井麻実子（熊本県の図書館司書） 

◆本件の連絡先　　※[at]は＠に置き換えてください

島根大学 企画部 図書情報課（附属図書館）

電話：0852-32-6087 Mail：sabisu [at] lib.shimane-u.ac.jp

【展示内容の詳細について】 

島根大学 法文学部言語文化学科 准教授 宮澤 文雄 

電話：0852-32-6219 Mail: miyazawa [at] soc.shimane-u.ac.jp 

企画展開催のご案内【3/4～3/24】 

災害の時代―1.17 3.11 4.14-16 

震災直後の陸前高田（東日本大震災） 

震災第一夜 

蠟燭の灯りで 

書いている 

私でなければ 

書けない歌を 

佐藤沙久良湖 

『声にならない声』より 

行方不明の息子を探す夫婦 

（熊本地震） 

【 添付資料： ■あり（ １枚） □なし 】

mailto:@lib.shimane-u.ac.jp


災害の時代災害の時代

1.171.17
4.14-164.14-16

 主催　島根大学法文学部、島根大学附属図書館  
 共催　高嶋敏展（写真家・アートプランナー）
 協力   門間光紀（NPOげんき宮城研究所事務局長）、佐藤沙久良湖（五行歌人）

 仲野香穂（熊本県テレビ局アナウンサー、本学卒業生）、三井麻実子（熊本県の図書館司書）

3.11

「災害の時代」と呼ばれた平成。
被災者が撮影した写真は、震災を
どのように語るのか。災害と向き
合い、自分と大切な人を守る未来
について考える時間。 

お問合せ先  島根大学附属図書館 
　TEL     0852-32-6087

　Email  sabisu[at]lib.shimane-u.ac.jp

        3月4日［火］ ＞24日［月］           　　9：00-17：00

           島根大学附属図書館                               ［場所］　　　　　　　　　　        展示室

2025年

土日・祝日、12・20日休館土日・祝日、12・20日休館

 島根大学法文学部基幹プロジェクト「震災の記憶を担う」 
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